
は
じ
め
に

　

身
延
山
久
遠
寺
所
蔵
の
仏
涅
槃
図
（
挿
図
１
）

は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
十
九
日
付
で

有
形
文
化
財
（
絵
画
）
と
し
て
山
梨
県
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

仏
涅
槃
図
は
、
釈
迦
（
釈
尊
で
な
く
釈
迦
で
統

一
）
が
拘く

尸し

那な

竭が

羅ら

城
外
、
阿あ

夷い

羅ら

跋ば
つ

提だ
い

河
畔
、

娑さ

羅ら

園
中
の
双
樹
の
間
で
会
衆
に
見
取
ら
れ
な
が

ら
入
滅
す
る
情
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

涅
槃
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語n

ニ
ル
バ
ー
ナ

irvāna

の
音
写

身
延
山
久
遠
寺
蔵
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て

―
あ
る
い
は
釈
迦
の
姿
態
と
く
に
右
手
の
表
現
に
つ
い
て

―
有　
　
　

賀　
　
　

祥　
　
　

隆
挿図１　仏涅槃図　東皐心越筆
元禄２年（1689）山梨 ・久遠寺

（ 23 ）

身
延
論
叢
第
二
十
六
号　

令
和
三
年
三
月



で
、
泥な

い

洹お
ん

、
泥な

い

曰わ
つ

、
涅ね

槃は
ん

那な

な
ど
と
も
書
き
、
滅め

つ・

寂
じ
ゃ
く

滅め
つ

な
ど
と
訳
さ
れ
る（

１
）。

因
み
に
英
語
で
は
「
火
が
パ
ッ
ト
消
え
失
せ
る
」
意
の

vanish, put out

な
ど
が
当
て
ら
れ
る（

２
）。

　

仏
涅
槃
図
は
、
釈
迦
入
滅
の
忌
日
で
あ
る
旧
暦
二
月
十
五
日
（
新
暦
三
月
十
五
日
）
に
釈
迦
の
偉
大
な
遺
徳
を
偲
び
称
え
て
営
ま
れ
る

涅
槃
会
（
常

じ
ょ
う

楽ら
く

会え

）
の
本
尊
画
像
と
し
て
懸
用
さ
れ
る
。

　

涅
槃
会
は
、
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
迦
を
讃
仰
す
る
法
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
諸
宗
派
の
寺
院
に
所
蔵
、
伝
来
す
る
涅
槃
図
は
極
め
て
多

く
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
四
十
点
を
越
す
ほ
ど
で
あ
る（

３
）。

　

本
稿
で
は
、
県
指
定
を
受
け
た
久
遠
寺
本
仏
涅
槃
図
の
特
色
に
つ
い
て
縷
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

一

　

本
図
は
、
画
面
左
上
隅
に
墨
書
さ
れ
た
第
二
代
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
（
寛
永
五
～
元
禄
十
三
年
一
六
二
八
―
一
七
〇
〇
）
の
賛
文
（
元

禄
二
年
一
六
八
九
）（
挿
図
２
）
か
ら
、
光
圀
が
生
母
（
久
昌
院　

寛
文
元
年
一
六
六
一
没
）
の
追
善
供
養
の
た
め
に
新
し
い
図
様
（「
新

様
」）
を
決
め
て
明
か
ら
の
渡
来
僧
東と

う

皐こ
う

心し
ん

越え
つ

が
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因
み
に
画
面
右
下
辺
に
小
さ
く
筆
者
で
あ
る
東
皐
心
越
の
落

款・

印
章
二
顆か

が
捺
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
３
）。

（ 24 ）
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挿図３　落款　東皐心越筆

挿図２　画賛　徳川光圀筆

（ 25 ）
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賛
文・

印
章

備
武
兼
文

勅
賜

絶
代
名
士

　
　

釈
尊
仮
現
涅
槃	

釈
尊
、
涅
槃
を
仮
現
し

　
　
　
　

為
衆
生
示
生
死	

衆
生
の
為
に
生
死
を
示
す

　
　
　
　

易
晞
朝
露	

晞か
わ

き
易や

す

き
は
朝
露

　
　
　
　

可
惜
分

	

惜
し
む
可べ

き
は
分ぶ

ん

晷き

（
時
の
移
ろ
い
）

　
　
　
　

拝
此
像
渇
仰
心
生	

此
の
像
を
拝
せ
ば
渇
仰
の
心
生
じ

　
　
　
　

預
茲
会
無
常
念
起	
茲こ

の
会え

に
預
か
れ
ば
無
常
の
念ね

ん

起
る

　
　
　
　

制
新
様
者
誰
常
山
人
子
龍
氏	
新
様
を
制
す
る
者
は
誰
ぞ
常
山
の
人
子
龍
氏

　
　
　
　

為
画
図
者
誰
大
明
僧
心
越
子	

画
図
を
為な

す
者
は
誰
ぞ
大
明
僧
心
越
子

　
　
　
　

荘
厳
装
潢	

荘し
ょ
う

厳ご
ん

な
る
装そ

う

潢こ
う

　
　
　
　

夤
為	

夤つ
つ
し
ん
で
た
め
に

為

　
　
　

先
妣	

先せ
ん

妣び

の

　
　
　
　

毎
歳
二
月
望	

毎
歳
二
月
望（

十
五
日
）

　
　
　
　

供
養
㠯
奉
祀	

供
養
し
㠯（

以
）て

奉
祀
す

（ 26 ）
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元
禄
貳
年
歳
次
己
巳
仲
冬
穀（

吉
日
）旦

　
　
　
　
　
　

参
議
従
三
位
兼
右
近
衛
権
中
将
源
朝
臣
光
圀
拝
賛
幷
書

	

　
　
「
源光

圀
」　
　
「
子
龍

父　

」

	

　
　
（
白
文
方
印
）　
（
朱
文
方
印
）

　

落
款・

印
章

　
　

大
明
東
皐
興
儔
心
越
和
南
写 

「
青源脉

」 （
朱
文
鼎
印
） 

「
興
儔

之
印
」（

朱
文
方
印
）

（
東
皐
は
号
、
心
越
は
字
、
興
儔
は
諱
。）

　

筆
者
で
あ
る
東
皐
心
越
（
明・

崇
禎
十
二
年
～
元
禄
八
年
一
六
三
九
―
一
六
九
五
）
は
、
浙
江
省
金
華
府
蒲
江
で
蒋
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
若
く
し
て
曹
洞
宗
寿
昌
派
の
祖
師
、
高
僧
に
師
事
し
、
研
鑽
修
道
を
究
め
る
傍
ら
清
朝
に
抵
抗
し
て
明
朝
を
盛
り
立
て
る
「
反

清
復
明
」
を
抱
く
義
僧
と
し
て
活
動
参
戦
す
る
な
か
、
長
崎
唐
寺
の
一
つ
で
あ
る
興
福
寺
の
澄
一
覚
亮
の
要
請
も
あ
っ
て
日
本
に
緊
急
亡

命
す
る
。
康
𤋮
十
五
年
（
一
六
七
六
）
六
月
に
寧
波
鎮
海
江
を
出
帆
し
、
翌
年
（
延
宝
五
年
一
六
七
七
）
正
月
十
三
日
に
長
崎
に
上
陸
す

る
。
以
降
、
日
本
国
内
で
の
行
動
は
、
唐
僧
で
あ
る
が
故
に
江
戸
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
崎
で
は
黄
檗
派
と
の
対
立
で
幽
閉
さ
れ
る

な
ど
苦
難
が
続
く
。
し
か
し
な
が
ら
長
崎
に
出
向
い
て
い
た
水
戸
藩
の
今
井
弘
済
か
ら
の
報
告
で
東
皐
心
越
の
「
人
格
学
徳
の
高
い
」
こ

と
が
、
光
圀
の
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
と
な
り
、
光
圀
の
支
援
で
江
戸
小
石
川
の
水
戸
藩
上
屋
敷
に
住
ま
わ
さ
れ
、
後
に
水
戸
に
迎
え
ら
れ
北

（ 27 ）
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三
の
丸
に
居
を
構
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
に
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
冬
の
こ
と
で
、
心
越
が
示
寂
す
る
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
九

月
ま
で
の
十
三
年
余
り
水
戸
を
中
心
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

心
越
は
絵
画
の
み
な
ら
ず
詩
文
、
書
道
、
古
琴
（
七
絃
琴
）、
篆
刻
の
五
絶
を
善
く
し
た
文
人
僧
で
も
あ
っ
た
。
因
み
に
光
圀
の
画
賛
に

捺
さ
れ
た
印
章
は
、
後
西
上
皇
か
ら
光
圀
へ
の
宸
翰
中
に
み
え
る
「
勅
賜
（
中
）
備
武
兼
文
（
右
）
絶
代
名
士
（
左
）」
一
顆
（
朱
文
方

印
）
及
び
光
圀
画
賛
の
落
款
に
捺
さ
れ
た
「
源
光
圀
」（
白
文
方
印
）
と
「
子
龍
父
」（
白
文
方
印
）
の
印
章
二
顆
、
そ
れ
に
心
越
自
身
の

落
款
、
印
章
に
捺
さ
れ
た
唐
代
の
高
僧
青
原
行
思
の
法
脈
を
表
わ
す
「
青
原
脉
」（
朱
文
鼎
印
）
及
び
心
越
の
諱
で
あ
る
「
興
儔
之
印
」

（
朱
文
方
印
）
は
心
越
の
自
刻
と
さ
れ
る（

４
）。

二

　

本
図
は
、
光
圀
の
画
賛
に
あ
る
よ
う
に
光
圀
が
「
新
様
」
を
制
定
し
て
東
皐
心
越
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
新
様
」
と
は
一

体
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
図
し
た
も
の
か
。

　

ま
ず
、
仏
涅
槃
図
の
画
面
構
成
か
ら
挙
げ
ら
れ
る
の
は
画
面
下
辺
に
海
辺
が
配
置
さ
れ
、
海
中
に
龍
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
禽
獣
、
魚

介
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
涅
槃
図
の
多
く
は
画
面
の
中
程
に
娑
羅
双
樹
ご
し
に
跋
提
河
が
描
か
れ
る
。
本
図
の
画
中
に

河
で
な
く
海
を
配
置
す
る
の
は
、
明
末
の
画
家
呉ご

彬ひ
ん

が
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
に
描
い
た
長
崎
崇
福
寺
本
（
四
〇
〇
×
二
〇
八
㎝

重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。

　

な
お
、
田
中
崇
和
な
る
逸
伝
の
画
家
が
崇
福
寺
本
を
も
と
に
描
い
た
二
幅
の
仏
涅
槃
図
の
う
ち
佐
賀・

福
源
寺
の
一
幅
に
元
禄
二
年
（
一

六
八
九
）
二
月
の
款
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
崇
福
寺
本
は
そ
れ
以
前
に
請
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で（

５
）、

東
皐
心
越
は
崇
福
寺
本
を
長

（ 28 ）
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崎
で
実
見
し
た
こ
と
が
脳
裏
に
あ
り
、
光
圀
の
「
新
様
」
に
活
か
さ
れ
た
か
も

し
れ
ず
、
呉
彬
の
描
く
娑
羅
双
樹
が
曲
り
く
ね
っ
た
褶
曲
の
強
い
表
現
が
酷
似

す
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
感
を
強
く
す
る
。

　

次
に
横
た
わ
る
釈
迦
の
姿
態
（
ポ
ー
ズ
）
で
あ
る
が
、
呉
彬
の
崇
福
寺
本
は

右
脇
を
下
に
し
、
両
足
を
「
く
」
の
字
に
折
り
曲
げ
、
手
枕
し
て
横
た
わ
る
姿

で
表
わ
さ
れ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
心
越
の
本
図
で
は
、
右
脇
を
下
に
し
、
両
足

を
上
下
に
重
ね
、
右
手
を
顔
前
に
差
し
伸
べ
横
た
わ
る
姿
で
表
わ
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
涅
槃
に
入
る
釈
迦
の
姿
は
一
様
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
っ
て
違
っ
た

姿
態
で
表
わ
さ
れ
る
。
い
ま
、
二
つ
の
タ
イ
プ
を
示
し
た
が
、
仏
涅
槃
図
の
中

で
の
釈
迦
の
姿
態
と
く
に
右
手
の
表
現
の
変
遷
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
遺
例
を
挙
げ
な
が
ら
略
述
す
る
。

三
―
㈠

　

現
存
最
古
の
釈
迦
涅
槃
像
は
、
イ
ン
ド・

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
石
造
浮
彫
（
パ
キ

ス
タ
ン・

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
博
物
館
所
蔵
）（
挿
図
４
）
で
、
制
作
は
二
世
紀
と
考

え
ら
れ
て
い
る（

６
）。

釈
迦
は
枕
し
、
右
脇
を
下
に
し
て
、
左
手
を
体
に
副
わ
せ
真
っ

す
ぐ
に
伸
ば
し
、
右
手
を
折
り
曲
げ
て
掌
を
頬
に
あ
て
、
両
足
を
重
ね
て
横
た

挿図４　仏涅槃像（2A.D.）パキスタン ・ペシャワール博物館

（ 29 ）
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わ
る
姿
で
表
わ
す
。

　

釈
迦
が
手
枕
し
て
右
脇
を
下
に
し
て
横
た
わ
る
姿
態
は
、
原
始
経
典
の
一

連
の
異
訳
経
典
で
あ
る
『
仏
般
泥
洹
経
』（
西
晋
二
六
五
―
三
一
六
、
白
法
祖

訳
）
に
「
北
首
枕
手　

右
脇
臥　

屈
膝
累
足
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
釈
迦
が
手
枕
し
て
横
た
わ
る
姿
は
、
中
国
で
は
石
彫
で
あ
る

が
北
魏
時
代
（
三
八
六
―
五
三
四
）
の
炳
霊
寺
（
甘
粛
省
水
靖
県
）
一
三
二

窟
東
壁
門
口
上
部
の
仏
涅
槃
像
に
み
ら
れ
る（

７
）。

　

壁
画
で
は
中
国・

隋
代
（
五
八
一
―
六
一
七
）
中
頃
の
制
作
と
み
ら
れ
る

敦
煌
第
二
九
五
窟
の
窟
頂
西
面
に
描
か
れ
た
涅
槃
変
に
み
ら
れ
る（

８
）。

　

ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ジ
ル
第
三
八
窟
後
廊
奥
壁
に
描
か
れ
た
釈
迦
涅

槃
像
（
七
世
紀
）
に
も
み
ら
れ
る（

９
）。

因
み
に
こ
れ
ら
イ
ン
ド
、
敦
煌
、
中
央

ア
ジ
ア
の
仏
涅
槃
の
釈
迦
は
、
日
本
で
は
み
ら
れ
な
い
頭
光・

身
光
を
つ
け

て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
遺
例
の
よ
う
に
手
枕
は
右
手
を
体
に
つ
け
て
折
り
曲
げ
掌
を
頬

に
あ
て
る
表
現
と
は
異
な
り
、
同
じ
手
枕
に
し
て
も
右
腕
を
脇
か
ら
外
し
臂

を
折
り
曲
げ
掌
を
頬
に
あ
て
る
表
現
の
仏
涅
槃
の
釈
迦
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
早
い
例
が
隋
代
の
敦
煌
第
四
二
〇
窟
窟
頂
北
面
に
描
か
れ
て
い

挿図５　仏涅槃図（部分）敦煌第420窟　
隋代（6-7C）
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る
入
涅
槃
の
釈
迦
で
あ
る
（
挿
図
５

（
（1
（

）。
後
世
、
こ
の
手
枕
の
ポ
ー
ズ
を
と
る

の
が
多
く
な
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
河
北
省
定
州
市
の
浄
衆
院
舎
利
塔
塔
基
地
宮
北
壁
に
描
か

れ
た
仏
涅
槃
図
で
あ
る
（
挿
図
６

（
（1
（

）。
こ
の
舎
利
塔
は
、
創
建
し
た
義
演
上
人

を
葬
る
た
め
北
宋・
至
道
元
年
（
九
九
五
）（
南
壁
題
記
）
に
営
造
さ
れ
、
壁

画
は
一
九
六
九
年
に
発
掘
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

入
涅
槃
の
釈
迦
は
、
正
面
に
当
る
北
壁
に
描
か
れ
、
中
央
宝
台
上
に
顔
を

正
面
に
向
け
、
右
脇
を
下
に
し
、
右
肘
を
折
っ
て
手
枕
し
、
体
を
真
っ
す
ぐ

に
伸
ば
し
、
左
手
を
体
に
副
え
、
両
足
は
伸
ば
し
上
下
に
重
ね
る
姿
で
描
か

れ
て
い
る
。

　

こ
の
浄
衆
院
舎
利
塔
基
地
宮
の
仏
涅
槃
図
と
酷
似
す
る
の
が
遼
寧
省
朝
陽

北
塔
出
土
「
木
胎
銀
棺
」
に
線
刻
さ
れ
た
仏
涅
槃
図
（
遼
時
代・

重
熙
十
二

年
―
一
〇
四
三

（
（1
（

）
で
、
ま
た
同
時
代
重
熙
十
八
年
で
同
類
の
も
の
が
石
造
で

あ
る
が
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
赤
峰
市
バ
イ
リ
ン
右
旗
慶
州
白
塔
出
土
の
も
の

に
も
み
ら
れ
る
（
赤
峰
市
巴
林
右
旗
博
物
館
蔵

（
（1
（

）。
同
じ
く
同
類
の
入
涅
槃
の

釈
迦
は
、
西
夏
時
代
（
一
〇
三
八
―
一
二
二
七
）
の
瓜
州
（
甘
粛
省
敦
煌
県
）

東
千
仏
洞
第
二・

五・

七
窟
の
壁
画

（
（1
（

に
も
み
ら
れ
る
。

挿図６　仏涅槃図（部分）河北省定州市　浄衆院舎利塔塔基地宮北壁　
北宋時代（995）

（ 31 ）
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以
上
、
中
国
の
隋・

北
宋
時
代
及
び
遼・

西
夏
時
代
の
入
涅
槃
の
釈
迦
の
姿
態
特
に
右
手
の
「
手
枕
」
の
表
現
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

大
き
く
分
け
て
み
て
、
古
く
は
右
手
の
腕
と
臂
が
重
な
る
よ
う
に
し
て
掌
を
頬
に
当
て
る
表
現
が
主
で
、
時
代
が
下
る
と
、
右
手
を
脇
か

ら
は
ず
し
臂
を
折
り
曲
げ
掌
を
頬
に
当
て
る
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

南
宋
時
代
の
代
表
作
と
も
い
え
る
一
本
も
後
者
の
例
で
十
三
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に
活
躍
し
た
浙
江
省
寧
波
出
身
の
陸
信
忠
が
描
い
た

仏
涅
槃
図
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）（
挿
図
７
）
で
あ
る

（
（1
（

。
画
面
右
側
に
「
慶
元
府
車
橋
石
板
巷
陸
信
忠
筆
」
の
落
款
が
あ
り
、
表
装
の
上

方
に
「
天
王
御
宝
物
」
の
墨
書
が
あ
り
、
愛
知
県
津
島
神
社
の
牛
頭
天
王
に
奉
献
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
曽
て
宝
寿
院
に
伝
来
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

陸
信
忠
と
同
じ
く
寧
波
で
活
躍
し
た
周
四
郎
と
い
う
名
の
画
家
（
落
款
「
明
州
江
下
周
四
郎
筆
」）
が
描
い
た
仏
涅
槃
図
（
愛
知・

中
之

坊
蔵

（
（1
（

）
も
右
手
で
「
手
枕
」
す
る
の
は
同
じ
で

あ
る
が
、
右
腕
が
右
袖
口
か
ら
出
て
い
る
よ
う

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
少
し
異
な
る
。

　

日
本
特
に
鎌
倉
時
代
（
一
一
八
〇
―
一
三
三

三
）
の
仏
涅
槃
図
の
釈
迦
は
こ
れ
ら
北
宋・

南

宋
時
代
の
仏
涅
槃
図
の
釈
迦
に
倣
っ
て
描
か
れ

た
も
の
が
多
い
。

　

こ
こ
で
は
、
参
考
ま
で
に
国
の
重
要
文
化
財

指
定
の
仏
涅
槃
図
と
八
相
涅
槃
図
を
中
心
に
、

挿図７　仏涅槃図　陸信忠筆　
南宋時代（13C）　奈良国立博物館

（ 32 ）
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ま
た
未
指
定
で
筆
者
の
分
か
る
仏
涅
槃
図
も
挙
げ
て
お
く
。

　

仏
涅
槃
図　

◎
重
要
文
化
財

◎
奈
良
国
立
博
物
館
本　

陸
信
忠
筆		



│
南
宋
時
代

◎
東
京・

根
津
美
術
館
本　

行
有
筆		



│
南
北
朝
時
代

◎
神
奈
川・

円
覚
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
山
梨・

大
蔵
経
寺
本　

霊
彩
筆		



│
室
町
時
代
（
一
四
三
五
）

◎
福
井・

本
覚
寺
本　

良
詮
筆		



│
鎌
倉
時
代
（
一
三
二
八
）

◎
岐
阜・

汾
陽
寺
本		



│
平
安
時
代

◎
愛
知・

中
之
坊
寺
本　

周
四
郎
筆		



│
南
宋
時
代

◎ 

〃 
・

長
興
寺
本		


│
室
町
時
代
（
一
四
二
一
）

◎ 

〃 
・

甚
目
寺
本		


│
鎌
倉
時
代

◎
滋
賀・

正
法
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎ 

〃 
・

常
楽
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎ 

〃 
・

長
命
寺
本		



│
南
北
朝
時
代

◎
京
都・

知
恩
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎ 

〃 
・

常
念
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

（ 33 ）
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◎
京
都・

正
暦
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎ 
〃 

・

禅
林
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
大
阪・
長
宝
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
奈
良・
宗
祐
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
和
歌
山・

長
保
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
徳
島・

高
越
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
香
川・

与
田
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

　

愛
知・

妙
伝
寺
本　

芝
琳
賢
筆		



│
室
町
時
代
（
一
五
四
五
）

　

三
重・

龍
光
寺
本　

住
吉
内
記
筆
（
下
絵
）		

│
江
戸
時
代

　

京
都・

興
聖
寺
本　

土
佐
行
広
筆		



│
室
町
時
代
（
一
四
五
一
）

　

大
阪・

藤
田
美
術
館
本　

命
尊
筆		


│
鎌
倉
時
代
（
一
三
二
三
）

　

兵
庫・

妙
法
寺
本　

命
尊
筆		


│
鎌
倉
時
代
（
一
三
二
五
）

　

奈
良・

唐
招
提
寺
本　

芝
琳
賢
筆		



│
室
町
時
代
（
一
五
四
九
）

　

佐
賀・

正
善
寺
本　

御
厨
夏
園
筆		



│
江
戸
時
代

　

八
相
涅
槃
図

◎
長
野・

開
善
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

（ 34 ）
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◎
福
井・

剱
神
社
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
京
都・

万
寿
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
岡
山・
遍
明
院
本		



│
鎌
倉
時
代

◎ 

〃 
・

自
性
院・

安
養
院
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
広
島・

浄
土
寺
本		



│
鎌
倉
時
代
（
一
二
七
四
）

◎ 

〃 
・

耕
三
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
長
崎・

最
教
寺
本		



│
高
麗
時
代

◎
鹿
児
島・

龍
厳
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

三
―
㈡

　

い
ま
ま
で
に
触
れ
て
き
た
仏
涅
槃
の
釈
迦
の
姿
態
と
く
に
右
手
の
表
現
が
異
な

る
も
の
の
一
つ
が
次
に
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
く
は
イ
ン
ド・

中
国

で
は
遺
例
が
な
い
も
の
で
、
日
本
で
は
画
像
で
は
な
い
が
、
彫
像
と
し
て
み
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
法
隆
寺
五
重
塔
塔
本
四
面
具
の
う
ち
北
面
に
安
置
さ
れ
た
仏
涅

槃
群
像
三
十
二
軀
の
主
尊
で
あ
る
釈
迦
で
あ
る
（
挿
図
８

（
（1
（

）。

　

こ
の
仏
涅
槃
群
像
は
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
勘
録
の
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起

幷
流
記
資
財
帳
」
に
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
の
制
作
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
該

挿図８　仏涅槃群像　五重塔塔基北面（711）　奈良 ・法隆寺

（ 35 ）
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当
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

釈
迦
は
塑
造
の
漆
箔
像
で
、
宝
台
上
に
蓮
華
座
を
枕
に
右
膝
を
少
し
曲
げ
、

右
脇
を
下
に
両
足
を
重
ね
て
横
た
わ
り
、
右
手
を
斜
め
前
に
差
し
出
す
が
、
臂

か
ら
先
の
部
分
が
、
宝
台
の
上
框
前
縁
の
外
に
出
て
お
り
、
掌
を
上
に
開
き
五

指
を
揃
え
て
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
前
に
坐
し
て
、
釈
迦
の
脈
を
と
ろ
う

と
す
る
耆
婆
大
臣
の
姿
勢
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
像
容
の
手
本
と
な
っ
た
も
の
が
初
唐
に
存
在
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

釈
迦
が
右
手
を
差
し
出
す
姿
態
の
画
像
に
滋
賀・

石
山
寺
本
（
挿
図
９
）
が

あ
る
。
石
山
寺
本
の
制
作
時
期
は
「
藤
末
鎌
初
」（
十
二
―
三
世
紀
）
で
あ
る

が
、
鎌
倉
時
代
の
『
石
山
寺
縁
起
絵
』
第
一
巻
第
四
段
に
「
延
暦
廿
三
年
、
當

寺
に
し
て
常
楽
会
を
は
じ
め
お
こ
な
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
平
安
時
代
初
期
の
延

暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
常
楽
会
（
涅
槃
会
）
が
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

本
尊
画
像
に
仏
涅
槃
図
が
懸
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
想
像

を
逞
し
く
す
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
石
山
寺
本
は
当
初
の
仏
涅
槃
図
を
底
本
に
し
て

新
し
く
制
作
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
。
石
山
寺
本
は
「
藤
末
鎌
初
」（
十
二

―
三
世
紀
）
の
制
作
に
な
る
が
、
仏
涅
槃
図
の
形
式
か
ら
み
る
と
、
画
面
が
横

長
（
二
四
九・

一
×
二
八
一・

二
㎝
）
で
、
横
た
わ
る
釈
迦
を
大
き
く
表
わ
し
、

挿図９　仏涅槃図（部分）　鎌倉時代（12-13C）　滋賀 ・石山寺

（ 36 ）
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宝
台
の
向
か
っ
て
右
矩
側
面
が
み
え
る
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
平
安

時
代
の
古
様
を
伝
え
示
し
て
い
る
。

　

本
図
の
特
色
は
七
、
八
点
挙
げ
ら
れ
る
が

（
（1
（

、
や
は
り
釈
迦
が
両
眼
を
開
け
て

い
る
こ
と
と
右
手
を
曲
げ
て
宝
台
の
縁
に
差
し
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
耆
婆
大

臣
に
脈
を
と
っ
て
も
ら
う
手
勢
が
残
っ
た
と
み
ら
れ
、
釈
迦
入
滅
直
前
の
一
齣

を
捉
え
た
情
景
と
も
い
え
る
。

　

石
山
寺
本
の
よ
う
に
釈
迦
が
右
手
を
曲
げ
て
宝
台
の
縁
に
差
し
出
す
仏
涅
槃

図
は
類
品
が
少
な
く
鎌
倉
時
代
の
愛
知・

妙
興
寺
本
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
妙
興
寺
本
は
石
山
寺
本
が
古
様
の
形
式
を
と
る
の
に
対
し
て
新
様
と

も
い
え
る
も
の
で
、
釈
迦
こ
そ
大
き
く
表
わ
さ
れ
る
が
、
両
膝
を
や
や
「
く
」

の
字
に
曲
げ
て
い
る
こ
と
や
画
面
が
縦
長
（
三
五
四・
〇
×
二
九
〇・

〇
㎝
）

で
、
宝
台
の
向
っ
て
左
矩
側
面
が
見
え
る
よ
う
に
俯
瞰
し
て
描
か
れ
る
。

　

石
山
寺
本
や
妙
興
寺
本
の
よ
う
な
釈
迦
が
右
手
を
差
し
出
す
仏
涅
槃
図
は
、

中
国
で
は
古
く
に
は
遺
例
は
な
く
、
南
宋
（
十
三
世
紀
中
頃
）
の
制
作
と
み
ら

れ
る
京
都・

長
福
寺
本
（
挿
図
10
）
が
挙
げ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る

（
（1
（

。

　

長
福
寺
本
は
、
形
式
か
ら
は
画
面
が
縦
長
（
一
七
二・

六
×
九
五・

〇
㎝
）

で
、
宝
台
の
左
矩
側
面
が
見
え
る
よ
う
に
俯
瞰
し
て
描
か
れ
る
。
釈
迦
は
蓮
華

挿図10　仏涅槃図（部分）　南宋時代（13C）　京都 ・長福寺

（ 37 ）
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形
の
枕
に
頭
を
載
せ
、
右
手
を
顔
の
前
に
置
き
、
両
足
は
踵
を
合
わ
せ
、
左
足
の
裏
が
見
え
る
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。
因
み
に
石
山
寺
本
、

妙
興
寺
本
は
両
足
を
上
下
に
重
ね
る
。
賦
彩
は
具ぐ

色い
ろ

（
中
間
色
）
が
目
立
ち
、
釈
迦
の
肉
身
は
白
肉
色
で
、
淡
墨
の
細
線
で
括
り
、
朱
で

隈
取
り
、
袈
裟
の
文
様
は
金
泥
で
細
緻
に
描
き
、
衣
褶
は
写
実
的
で
、
作
風
か
ら
し
て
原
本
は
宋
画
の
古
い
仏
涅
槃
図
が
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

　

こ
の
右
手
を
差
し
出
す
釈
迦
を
描
く
仏
涅
槃
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
室
町
時
代
以
降
に
大
幅
の
仏
涅
槃
図
が
何
点
か
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
一
つ
は
長
福
寺
本
を
手
本
に
し
た
京
都・

東
福
寺
本
（
八
八
〇・

〇
×
五
三
一・

〇
㎝
）
で
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
明

兆
一
三
五
二
―
一
四
三
一
）
が
描
い
た
も
の
で
、
二
つ
に
京
都・

大
徳
寺
本
（
五
九
一・

〇
×
三
五
二・

〇
㎝
）
で
筆
者
は
狩
野
元
信
の

子
で
永
徳
の
父
に
あ
た
る
狩
野
直
信
（
入
道
し
て
松
栄
と
号
す
一
五
一
九
―
一
五
九
二
）
で
あ
る
。
三
つ
に
京
都・

本
法
寺
本
（
七
九
一・

〇
×
四
〇
二・

〇
㎝
）
で
筆
者
は
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
―
一
六
一
〇
）
で
六
十
一
歳
の
と
き
の
制
作
（
落
款

（
（2
（

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
室
町
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
著
名
な
画
家
が
「
右
手
を
差
し
出
す
」
釈
迦
の
仏
涅
槃
図
を
取
り
上
げ
し
か
も
大
幅
に

し
て
描
い
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

　

名
に
し
負
ふ
久
遠
寺
本
（
三
六
六・

四
×
一
九
九・
四
㎝
）
も
こ
の
系
統
に
連
ら
な
る
一
本
で
、
筆
者
は
明
か
ら
の
渡
来
僧
東
皐
心
越

（
一
六
三
九
―
一
六
九
五
）
で
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
制
作
し
て
い
る
（
前
述
）。

　

仏
涅
槃
図　

◎
重
要
文
化
財

◎
愛
知・

妙
興
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

◎
滋
賀・

石
山
寺
本		



│
鎌
倉
時
代
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◎
京
都・

長
福
寺
本		



│
南
宋
時
代

　

 
〃 

・

大
徳
寺
本　

狩
野
松
栄
筆		



│
桃
山
時
代
（
一
五
九
二
以
前
）

　

 
〃 

・
本
法
寺
本　

長
谷
川
等
伯
筆		



│
桃
山
時
代
（
一
五
九
九
）

　

岩
手・
常
楽
寺
本		



│
室
町
時
代
（
一
四
二
〇
）

　

京
都・

東
福
寺
本　

明
兆
筆		



│
室
町
時
代
（
一
四
〇
八
）

　

 

〃 
・

妙
光
寺
本		



│
室
町
時
代
（
一
四
三
四
）

　

 

〃 
・

泉
涌
寺
本　

古
礀
筆		



│
江
戸
時
代

　

愛
媛・

法
雲
寺
本		



│
室
町
時
代
（
一
五
二
〇
）

　

香
川・

極
楽
寺
本		



│
李
朝
時
代

　

八
相
涅
槃
図

　

愛
知・

東
龍
寺
本
（
変
形
八
相
涅
槃
図
）		


│
高
麗
時
代

　

香
川・

常
徳
寺
本		



│
室
町
時
代
（
一
三
九
二
）

三
―
㈢

　

以
上
、
二
つ
の
釈
迦
の
姿
態
と
く
に
右
手
の
表
現
の
様
子
を
み
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
の
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
左
右
両
手
と
も
体
に
副

わ
せ
て
伸
ば
し
切
っ
て
い
る
表
現
で
あ
る
。
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中
国・

北
周
時
代
（
五
五
七
―
五
八
〇
）
の
敦
煌
第
四
二
八
窟
西
壁
中
央
の

仏
涅
槃
の
壁
画
で
あ
る
（
挿
図
11

（
（2
（

）。
頭
を
枕
に
載
せ
、
顔
を
や
や
上
に
向
け
横

た
わ
り
、
両
手
を
体
に
副
わ
せ
て
伸
ば
し
、
両
足
の
踵
を
合
わ
せ
衣
裾
よ
り
出

す
。

　

こ
れ
以
降
、
中
国
で
の
遺
例
を
余
り
み
な
い
が
、
日
本
で
は
、
画
像
で
最
古

（
応
徳
三
年
―
一
〇
八
六
）、
最
良
の
仏
画
の
一
本
と
さ
れ
る
高
野
山
の
金
剛
峯

寺
本
の
仏
涅
槃
図
（
挿
図
12

（
（2
（

）
で
、
画
中
の
銘
文
に
「
應
徳
三
年
丙寅

四
月
七
日

甲午
奉
写
已
畢
」
と
あ
り
「
応
徳
の
涅
槃
」
と
俗
称
さ
れ
、
後
世
、
こ
の
種
の
典

型
的
な
一
本
と
さ
れ
て
い
る
。

　

釈
迦
は
宝
台
上
、
蓮
華
座
を
形
ど
っ
た
枕
に
頭
を
載
せ
、
顔・

体
を
上
に
向

け
横
た
わ
り
、
真
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
た
両
手
を
体
に
副
わ
せ
、
両
足
は
衣
か
ら

出
し
、
左
足
を
や
や
離
し
て
足
裏
を
み
せ
る
。
釈
迦
の
表
現
、
す
な
わ
ち
横
た

わ
る
体
を
大
き
く
表
わ
し
、
体
の
姿
態
、
両
手
の
表
現
及
び
画
面
が
正
方
形
（
二

六
七・

六
×
二
七
一・

二
㎝
）
に
近
く
、
構
図
が
宝
台
の
右
矩
側
面
が
み
え
る

視
点
で
俯
瞰
し
て
描
か
れ
て
い
る
な
ど
い
わ
ゆ
る
古
様
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
系
統
に
連
な
る
仏
涅
槃
図
は
少
な
く
な
く
、
ま
ず
金
剛
峯
寺
本
に
酷
似

挿図11　仏涅槃図（部分）　敦煌第428窟　北周時代（6C）
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す
る
一
本
が
兵
庫・

鶴
林
寺
太
子
堂
来
迎
壁
の
背
面
に
描
か
れ
た
仏
涅
槃
図
が

挙
げ
ら
れ
る

（
（2
（

。
因
み
に
表
面
は
九
品
来
迎
図
で
あ
る
。
鶴
林
寺
太
子
堂
（
法
華

堂
）
は
旧
屋
根
板
に
書
か
れ
た
墨
書
銘
（
正
中
三
年・

一
三
二
六
）
か
ら
聖
徳

太
子
の
草
創
か
ら
三
度
目
の
修
理
を
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
に
行
っ
て
い
る

こ
と
で
、
こ
の
天
永
三
年
を
太
子
堂
内
に
描
か
れ
た
多
く
の
荘
厳
画
の
制
作
時

期
に
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、「
応
徳
涅
槃
」
よ
り
古
格
な
筆
致
が
看
取
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
や
や
遡
っ
た
時
期
を
想
定
す
る
見
方
も
あ
る
。

　

金
剛
峯
寺
本・

鶴
林
寺
太
子
堂
本
の
ほ
か
平
安
時
代
後
期
の
も
の
で
は
奈
良・

達
磨
寺
本
、
東
京
国
立
博
物
館
本
（
兵
庫・

村
山
龍
平
旧
蔵
）、
鎌
倉
時
代
に

入
っ
て
は
奈
良・

新
薬
師
寺
本
（
釈
迦
が
目
を
半
眼
に
開
く
）、
和
歌
山・

浄
教

寺
本
、
京
都
国
立
博
物
館
本
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
類
品
は
他
に
く
ら
べ
て
少

な
い
が
、
平
安・

鎌
倉
時
代
の
善
本
が
知
ら
れ
る
。

　

仏
涅
槃
図　

◉
国
宝　

◎
重
要
文
化
財

◉
和
歌
山・

金
剛
峯
寺
本		



│
平
安
時
代
（
一
〇
八
六
）

◎
東
京
国
立
博
物
館
本		



│
平
安
時
代
後
期

◎
愛
知・

宝
生
院
本		



│
鎌
倉
時
代

挿図12　仏涅槃図（部分）　平安時代（1086）　和歌山 ・金剛峯寺
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◎
奈
良・

達
磨
寺
本		



│
平
安
時
代
後
期

◎
和
歌
山・

浄
教
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

　

釈
迦
八
相
成
道
図

◎
三
重・
大
福
田
寺
本		



│
鎌
倉
時
代

四

　

以
上
で
仏
涅
槃
図
の
中
心
と
な
る
釈
迦
の
姿
態
と
く
に
右
手
の
表
現
に
三
様
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
仏
涅
槃
図
に
多
い
手

枕
で
も
な
く
、
や
や
少
な
い
両
手
を
体
に
副
わ
せ
る
表
現
で
も
な
く
、
久
遠
寺
本
の
右
手
を
顔
の
前
に
掌
を
上
に
向
け
て
差
し
出
す
表
現

は
、
釈
迦
と
は
離
れ
て
描
か
れ
て
い
る
侍
医
の
耆
婆
大
臣
に
脈
を
取
っ
て
貰
う
生
前
の
一
齣
を
捉
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
ポ
ー
ズ
で
あ

る
。
中
国
で
こ
の
右
手
を
表
現
し
た
古
本
は
知
ら
れ
て
な
く
て
南
宋
末
（
十
三
世
紀
）
頃
の
制
作
と
み
ら
れ
る
京
都・

長
福
寺
本
に
倣
っ

た
仏
涅
槃
図
が
し
か
も
大
幅
で
著
名
な
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
仏
涅
槃
図
が
室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
何
点
も
描
か
れ
て
い

る
。
久
遠
寺
本
は
正
し
く
こ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
釈
迦
が
こ
の
右
手
の
表
現
で
表
わ
さ
れ
る
仏
涅
槃
図
を
「
新
様
」
と
み
る
か

否
か
は
別
に
し
て
、
あ
る
い
は
『
大
般
涅
槃
経
』
で
説
か
れ
る
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の
理
（
こ
と
わ
り
）
を
絵
画
化
す
る
と
こ
ろ
に

光
圀
の
「
新
様
」
の
本
意
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
普
通
、
描
か
れ
な
い
大
海
を
配
し
て
魚
介
類
な
ど
を
描
き
込
ん
だ
の
も
そ
の
一
つ

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
娑
羅
双
樹
の
枝
々
に
止
ま
る
鳥
類
も
頗
る
多
い
。

　

会
衆
で
は
釈
迦
の
宝
台
の
向
う
側
に
十
大
弟
子
の
う
ち
七
人
す
な
わ
ち
優う

婆ば

離い

（
持
律
第
一
）・

迦か

旃せ
ん

延ね
ん

（
論
議
第
一
）・

富ふ

楼る

那な

（
説

法
第
一
）・

須す

菩ぼ

提だ
い

（
解
空
第
一
）
そ
し
て
宝
台
の
手
前
に
は
倒
れ
伏
し
て
い
る
阿あ

難な
ん

（
多
聞
第
一
）
を
後
で
介
抱
す
る
阿あ

泥に

盧る

豆と
う

（
天
眼
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第
一
、
摩
耶
夫
人
の
降
下
を
先
導
す
る
阿あ

那な

律り
つ

と
異
時
同
図
で
描
か
れ
る
）、
二
人
の
近
く
で
額
に
手
を
当
て
る
釈
迦
の
息
子
で
あ
る
羅ら

睺ご

羅ら

（
密
行
第
一
）
が
描
か
れ
、
残
る
三
人
の
う
ち
舎し

ゃ

利り

弗ほ
つ

（
智
慧
第
一
）
と
目も

つ

犍け
ん

連れ
ん

（
神
通
第
一
）
の
二
大
弟
子
は
既
に
他
界
、
残
る
一

人
の
大だ

い

迦か

葉し
ょ
う（

頭
陀
第
一
）
は
遠
く
に
遊
説
に
行
っ
て
い
て
不
在
。

　

仏
弟
子
で
は
釈
迦
最
後
の
弟
子
と
な
る
百
二
十
齢
の
須す

婆ば

陀ど

羅ら

は
阿
泥
盧
豆
の
後
に
、
釈
迦
の
説
法
の
相
手
で
あ
る
迦か

葉し
ょ
う

童ど
う

子じ

は
阿
難

の
前
に
描
か
れ
る
。

　

そ
の
他
、
十
八
羅
漢
を
は
じ
め
マ
ガ
ダ
国
王
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

王お
う・

雨う

行こ
う

大
臣
（
ヴ
ァ
ッ
サ
カ
ー
ラ
）、
侍
医
の
耆ぎ

婆ば

大
臣
、
釈
迦
へ
の
最
後
の
供

養
者
で
飯
を
盛
っ
た
鉢
を
捧
げ
る
金
属
細
工
人
の
純ち

ゅ
ん
だ陀

、
裕
福
な
遊
女
の
菴あ

ん

摩ま

羅ら

優う

婆ば

夷い

（
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
）、
毘び

舎し
ゃ

離り

城じ
ょ
う

老ろ
う

母ぼ

、
八

部
衆
の
阿あ

修し
ゅ

羅ら・

緊き
ん

那な

羅ら・

乾け
ん

闥だ
つ

婆ば・
迦か

楼る

羅ら・

梵
天・

帝
釈
天
、
四
天
王
、
仁
王
（
密み

っ

迹し
ゃ
く

金こ
ん

剛ご
う・

那な

羅ら

延え
ん

金こ
ん

剛ご
う

）、
力
士
神
、
竜
王
（
難な

ん

陀だ・

跋ば
っ

難な
ん

陀だ

）、
異
形
神
（
婆ば

迦か

羅ら・
速そ

く

疾し
つ

鬼き・

毘び

舎し
ゃ

遮し
ゃ・

陀だ

那な

婆ば

）
な
ど
が
密
の
状
態
で
描
き
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
十
八
羅
漢
の
う
ち
、
画
面
右
端
娑
羅
双
樹
の
幹
の
間
に
増
長
天
の
前
に
顔
を
覗
か
せ
る
一
人
は
心
越
の
自
画
自
賛
の
肖
像
画
に

似
て
い
て
涅
槃
図
を
描
い
た
心
越
自
身
を
描
き
入
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
加
え
て
左
端
の
赤
衣
の
達
磨
大
師
の
右
上
に
合
掌
す
る
一
人
は

実
兄
の
蔣
尚
卿
と
み
ら
れ
る

（
（2
（

。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
長
崎
で
来
航
し
た
兄
と
再
会
し
た
こ
と
が
忘
れ
難
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
二

人
の
描
き
込
み
は
心
越
の
意
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
仏
涅
槃
図
の
画
中
に
発
願
者
の
人
物
を
描
き
入
れ
る
例
は
ま
ゝ
あ
る
が
、
筆
者

自
身
を
描
き
入
れ
る
の
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
会
衆
の
中
で
宝
台
の
向
う
側
中
央
に
長
頭
で
白
い
眉
、
鬚
髯
を
貯
え
、
鶴
の
羽
を
執
る
福
禄
寿
と
衣
冠
を
正
し
黒
い
髭
鬚
を
生

し
た
孔
子
を
描
き
込
み
、
ま
た
宝
台
の
左
矩
側
か
ら
や
や
離
れ
娑
羅
双
樹
下
に
水
瓶
を
捧
持
す
る
朱
衣
の
達
磨
大
師
（
十
八
羅
漢
の
一
人
）

を
描
き
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
会
衆
を
描
き
巡
ら
し
て
い
る
わ
り
に
菩
薩
衆
が
三
軀
（
宝
台
の
左
矩
側
近
く
の
一
軀
と
や
や
離
れ
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娑
羅
双
樹
下
に
二
軀
）
の
み
と
少
な
い
の
も
他
と
異
な
る
。

　

次
に
禽
獣
の
動
物
に
つ
い
て
み
る
と
、
画
面
左
下
、
海
浜
の
近
く
に
鼻
先
に
蓮
の
花
を
巻
く
白
象
、
そ
の
前
後
に
木
の
枝
を
銜
え
る
青

獅
子
と
霊
芝
を
銜
え
る
鹿
は
そ
れ
ぞ
れ
供
養
す
る
態
を
な
し
、
近
く
の
緑
色
の
獅
子
や
黄
白
の
一
角
獣
（
白
澤
）
は
口
を
開
け
て
慟
哭
の

さ
ま
を
示
す
。
向
っ
て
右
下
の
娑
羅
双
樹
の
根
も
と
に
あ
る
奇
形
を
呈
し
た
太
湖
石
の
穴
の
中
に
鶉
や
蜷
を
巻
く
蛇
、
太
湖
石
の
左
下
に

虎
の
親
子
、
頂
き
に
珍
し
く
猫
が
居
坐
る
。
太
湖
石
の
向
こ
う
側
に
は
笹
竹
、
露
草
が
生
え
、
バ
ッ
タ
や
蟷
螂
が
止
り
、
手
前
に
は
一
匹

の
蝶
が
飛
び
舞
う
。
太
湖
石
の
左
手
前
か
ら
後
方
に
月
輪
熊
、
白
兎
、
馬
、
牛
が
大
き
さ
の
比
率
を
度
外
視
し
て
小
さ
く
描
か
れ
る
が
、

中
に
体
か
ら
炎
が
立
上
る
伝
説
上
の
麒
麟
が
小
さ
く
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

画
面
最
下
辺
に
表
わ
さ
れ
た
海
の
水
棲
群
は
、
鯨
、
大
鯉
、
蛸
、
蝦
、
鰻
、
蛤
、
人
手
や
海
藻
な
ど
実
在
の
魚
介
に
混
ざ
っ
て
、
目
に

し
な
い
怪
魚
、
海
獣
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
や
青
龍
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
左
下
の
海
中
か
ら
立
ち
上
が
る
太
湖
石
に
蟹・

蝸・

蜻

蛤
が
い
る
の
が
み
ら
れ
、
石
の
左
隅
に
角
の
な
い
小
竜
の
螭
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

宝
台
の
右
角
あ
た
り
に
植
わ
る
娑
羅
双
樹
に
釈
迦
の
錫
杖
と
僧
迦
梨
衣
の
入
っ
た
包
み
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
枝
分
か
れ
の
と
こ

ろ
に
手
長
猿
が
止
っ
て
お
り
、
左
右
に
伸
び
た
枝
に
は
多
種
の
鳥
類
が
多
く
描
か
れ
、
ま
た
右
下
端
の
枝
に
止
ま
る
雌
雄
の
鶏
、
上
方
の

孔
雀
、
鴉
な
ど
の
よ
う
に
実
在
の
鳥
を
始
め
、
左
の
高
く
伸
び
た
樹
の
梢
に
番
い
の
鳳
（
雄
）
凰
（
雌
）
が
止
ま
り
、
そ
の
下
に
尾
羽
を

広
げ
枝
に
止
ま
る
鸞
、
右
上
端
に
曼
陀
羅
花
を
盛
っ
た
花
盤
を
捧
持
し
上
空
を
飛
ぶ
美
し
い
声
で
鳴
く
迦
陵
頻
迦
、
そ
し
て
中
ほ
ど
に
舞

い
降
り
る
体
が
一
つ
で
頭
と
心
を
二
つ
も
つ
男
女・

夫
婦
和
合
の
瑞
鳥
と
さ
れ
る
共
命
鳥
な
ど
空
想
上
の
鳥
類
も
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

涅
槃
経
の
経
典
で
は
五
十
二
類
の
生
類
が
釈
迦
の
涅
槃
を
悲
し
ん
で
参
集
す
る
と
説
か
れ
る
が
、
久
遠
寺
本
仏
涅
槃
図
に
描
か
れ
る
生

類
の
数
は
高
田
祥
平
氏
の
調
査
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

（
（2
（

。
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水
面
に
い
る
水
棲　
　

一
〇
〇
種
（
海
藻
類
除
く
）

地
面
に
い
る
動
物　
　

三
十
四
種

樹
間
に
い
る
鳥
類　
　

六
十
二
種

そ
の
ほ
か
の
生
類　
　

四
十
三
種

　
　
　
　
　
　
　

総
計
二
三
九
種

　

仏
涅
槃
図
の
中
で
二
三
九
種
も
の
生
類
を
描
き
込
ん
だ
も
の
は
な
く
、
正
し
く
総
て
の
生
き
も
の
に
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

の
あ
る
こ
と
を
説
く
涅
槃
経
の
本
意
を
汲
ん
だ
も
の
で
光
圀
の
「
新
様
」
を
考
え
出
し
た
一
つ
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
会
衆
の
う
ち
釈
迦
の
十
大
弟
子
に
混
じ
っ
て
福
禄
寿
や
孔
子
及
び
達
磨
大
師
が
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
迦
の
入
滅
に
道
教
の
象
徴
で
も
あ
る
福
禄
寿
と
儒
教
の
開
祖
で
あ
る
孔
子
を
描
き
入
れ
た
こ
と
は
、
旧
来
の
仏

教
的
思
考
に
道
教
や
儒
教
の
伝
統
的
な
思
想
体
系
を
融
合
さ
せ
た
儒
仏
道
三
教
一
致
と
い
う
新
し
い
思
潮
を
東
皐
心
越
が
仏
涅
槃
図
に
取

り
入
れ
、
さ
ら
に
禅
家
の
開
祖
で
あ
る
達
磨
大
師
を
描
き
加
え
た
こ
と
は
、
心
越
が
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
も
あ
り
、
ま
た
仏
涅
槃
図
中
に
十

八
羅
漢
の
多
き
を
描
き
巡
ら
し
た
こ
と
に
も
よ
る

（
（2
（

。

　

久
遠
寺
本
仏
涅
槃
図
は
、
釈
迦
が
手
枕
し
て
宝
台
に
横
た
わ
る
姿
と
違
い
、
右
手
を
顔
の
前
に
差
し
出
す
姿
で
表
わ
さ
れ
、
会
衆
の
生

類
が
最
も
多
く
描
か
れ
、
会
衆
の
中
に
福
禄
寿・

孔
子・

達
磨
大
師
な
ど
光
圀
の
「
新
様
」
に
こ
た
え
東
皐
心
越
が
新
し
く
画
想
を
練
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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五

　

現
在
、
身
延
山
久
遠
寺
に
東
皐
心
越
の
描
い
た
仏
涅
槃
図
が
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
光
圀
の
母
靖
定
（
久
昌
院
心

周
日
匀
大
姉
）
が
日
蓮
宗
を
篤
く
信
奉
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
母
靖
定
の
夫
で
あ
る
頼
房
の
生
母
養
珠
院
（
家
康
の
側
室
で
光

圀
の
祖
母
）
が
日
蓮
宗
の
大
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
が
母
靖
定
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

光
圀
は
母
靖
定
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
亡
く
な
っ
た
後
、
七
回
忌
に
あ
た
る
延
宝
五
年
（
一
六
六
七
）
に
母
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
常
陸
久
慈
郡
稲
木
村
に
大
伽
藍
を
建
立
し
靖
定
山
妙
法
華
寺
院
久
昌
寺
と
称
し
た

（
（2
（

。

　

久
遠
寺
本
仏
涅
槃
図
の
巻
止
に
現
在
、
一
部
欠
失
し
て
い
る
が
「（
光（

欠
失
）圀

公
賛
、
心
越
師
画
涅
槃
像
、
前
伝
燈
日
薩
師
周
旋
水
戸
久
昌
寺

納
之
）
七
十
四
世
嗣
法
日
鑑
代
裱
装
、
修
理
明
治
十（

一
八
七
八
）

一
年
三
月
十
八
日
」（
延
嶽
墓
碑
私
考
）
及
び
追
記
し
て
「
昭
和
二
年
七
月
八
十
一
世

日
布
代
再
修
理
」
と
書
き
留
め
て
い
る
。

　

旧
巻
止
に
よ
る
と
、
仏
涅
槃
図
は
七
十
二
世
日
薩
師
の
周
旋
で
、
光
圀
が
生
母
の
た
め
に
建
立
し
た
久
昌
寺
に
納
め
ら
れ
、
明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）
三
月
十
八
日
七
十
四
世
日
鑑
の
代
に
表
装
さ
れ
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
か
ら
仏
涅
槃
図
は
、
明

治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
が
断
行
さ
れ
て
い
る
さ
中
、
久
昌
寺
も
荒
廃
し
た
た
め
日
蓮
宗
の
総
本
山
で
も
あ
る
久
遠
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。

　

加
え
て
、
光
圀
自
身
も
当
時
の
身
延
山
法
主
第
三
十
一
世
日
脱
上
人
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の
遠
縁
で
久
遠
寺
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（
（2
（

。

　

実
際
に
身
延
山
久
遠
寺
に
入
っ
た
の
は
、
久
遠
寺
が
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
大
火
に
遭
っ
た
た
め
こ
れ
以
降
近
い
頃
と
み
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

久
遠
寺
本
仏
涅
槃
図
は
、
施
主
が
光
圀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
画
絹
は
通
常
の
絵
絹
と
異
な
り
経
（
た
て
）
緯
（
よ
こ
）
同
じ
太

さ
の
絹
糸
で
織
ら
れ
目
の
詰
ん
だ
良
絹
で
あ
る
と
と
も
に
良
質
の
顔
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
は
画
面
の
中
央
、
宝
台
に
横
た
わ
る
釈
迦
の
周
囲
に
仏
弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
禽
獣・

魚
介
を
含
め
た
会
衆
が
取
り
囲
み
、

画
面
上
辺
に
は
雲
に
乗
り
阿
那
律
尊
者
に
先
導
さ
れ
降
下
す
る
摩
耶
夫
人
の
一
行
が
描
か
れ
、
上
辺
真
中
に
白
月
が
描
か
れ
る
。
北
に
位

置
す
る
娑
羅
双
樹
の
枝
に
は
釈
迦
の
持
物
で
あ
る
錫
杖
と
僧
伽
梨
衣
を
入
れ
た
袋
包
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。

　

釈
迦
の
描
写
は
、
悉
皆
金
色
身
で
顔・

手
足
に
金
泥
を
塗
布
し
、
朱
墨
線
で
括
り
、
頭
髪
、
髭
は
群
青
で
表
わ
し
、
着
衣
の
直
線
に
は

截
金
を
置
き
、
文
様
は
金
泥
で
細
か
く
描
く
。
賦
彩
は
鮮
や
か
な
良
質
の
顔
料
が
使
用
さ
れ
、
金
泥
は
会
衆
の
持
物
、
装
身
具
、
着
衣
の

文
様
及
び
娑
羅
双
樹
、
太
湖
石
に
部
分
的
に
掃
い
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
は
縦
長
の
大
画
面
（
縦
三
六
六・

四
×
横
一
九
九・

四
㎝
）
に
お
け
る
緊
密
な
画
面
構
成
を
は
じ
め
、
会
衆
の
個
性
的
な
写
貌
表

現
、
禽
獣
の
細
密
描
写
、
精
確
な
筆
致
、
加
え
て
配
色
の
妙
と
い
え
る
彩
色
美
な
ど
優
れ
た
技

が
う
か
が
え
る
。

　

因
み
に
、
光
圀
の
信
頼
厚
く
、
後
に
彰
考
館
総
裁
と
な
っ
た
儒
学
者
安
積
澹
泊
が
心
越
に
出
し
た
書
簡
（
元
禄
二
年
か
、
十
月
初
七
日

付
水
戸
祇
園
寺
蔵
）
で
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て
、

（
前
略
）
観ｲ

和
尚
所ﾚ

画
涅
槃
図ｱ　

真
容
凄
楚
、
布
置
精
妙
、
春
雲
黯
淡
、
草
木
如ﾚ

秋
、
至ｲ

于
七
十
二
類
、
葡ｲ

匐
号
之
態ｱ　

咸

ｲ

其
徴ｱ　

雖ｲ

呉
道
子
張
僧
繇ｱ　

恐
不ﾚ

過
如ﾚ

此
（
後
略
）

と
誌
し

（
（2
（

、
中
国
の
三
大
画
家
に
も
挙
げ
ら
れ
る
梁
（
六
世
紀
）
の
張
僧
繇
、
唐
（
八
世
紀
）
の
呉
道
子
（
呉
道
玄
）
の
名
を
挙
げ
讃
辞
を
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送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
讃
辞
は
と
も
か
く
、
江
戸
時
代
の
仏
画
の
中
で
美
作
で
大
作
し
か
も
作
行
が
優
れ
、
加
え
て
伝
来
、
筆
者
、
制
作
年
も
分
か
る
こ

と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
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（
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年
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）	「
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」
京
都
国
立
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物
館　
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九
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昭
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五
十
三
）
年

（
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）	

中
国
石
窟
炳
霊
寺
石
窟　

平
凡
社　

一
九
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十
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）
年
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国
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九
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十
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９
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国
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五
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年
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国
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一
九
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和
五
十
六
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年

（
11
）	

井
手
誠
之
輔
「
仏
涅
槃
図
壁
画
」
浄
衆
院
舎
利
塔
塔
基
地
宮
北
壁　

世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編
５　

五
代・

北
宋・

遼・

西
夏　

小
学
館　

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年

（ 48 ）

身
延
山
久
遠
寺
蔵
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て
（
有
賀
祥
隆
）



（
12
）	

高
志　

緑
「
陸
信
忠
筆
『
仏
涅
槃
図
』
の
再
検
討
―
図
像
源
泉
と
懸
用
法
を
中
心
に
―
」
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
三
六
号　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科　

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年

（
13
）	
高
志　

緑
「
陸
信
忠
筆
『
仏
涅
槃
図
』
の
再
検
討
―
図
像
源
泉
と
懸
用
法
を
中
心
に
―
」
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
三
六
号　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科　

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年

（
14
）	

高
志　

緑
「
陸
信
忠
筆
『
仏
涅
槃
図
』
の
再
検
討
―
図
像
源
泉
と
懸
用
法
を
中
心
に
―
」
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
三
六
号　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科　

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年

（
15
）	

井
手
誠
之
輔
「
陸
信
忠
考
―
涅
槃
表
現
の
変
容
」（
上
）
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
三
五
四
号　

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年

		


高
志　

緑　

註
（
12
）

（
16
）	

井
手
誠
之
輔　

註
（
15
）

（
17
）	

町
田
甲
一
『
五
重
塔
塔
本
塑
像
』
奈
良
六
大
寺
大
観
第
三
巻
法
隆
寺
三　

岩
波
書
店　

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年

（
18
）	

関
口
正
之
「
石
山
寺
蔵
仏
涅
槃
図
」
國
華
一
二
三
六
号　

國
華
社　

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

（
19
）	

井
手
誠
之
輔　

註
（
15
）

（
20
）	

赤
澤
英
二
『
涅
槃
図
の
図
像
学
』
中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年

（
21
）	

中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
一　

平
凡
社　

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年

（
22
）	

有
賀
祥
隆
「
金
剛
峯
寺
蔵
仏
涅
槃
図
」（
応
徳
涅
槃
）　

國
華
一
二
六
三
号　

國
華
社　

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

（
23
）	

有
賀
祥
隆
『
国
宝
鶴
林
寺
太
子
堂
内
陣
荘
厳
画
私
見
』『
鶴
林
寺
太
子
堂
―
聖
徳
太
子
と
花
の
み
ほ
と
け
』
展
図
録　

兵
庫
県
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年

		


『
日
本
絵
画
史
論
攷
―
紺
丹
緑
紫
抄
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
再
録

（
24
）	

高
田
祥
平
『
身
延
山
久
遠
寺
蔵　

釈
尊
涅
槃
図
へ
の
旅　

絵
解
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
東
皐
心
越
顕
彰
会　

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

（
25
）	

高
田
祥
平　

註
（
24
）

（
26
）	

高
田
祥
平　

註
（
24
）

（
27
）	

坂
輪
宣
敬　

註
（
４
）

（
28
）	

高
田
祥
平
『
西
湖
の
龍　

水
戸
の
虎
―
東
皐
心
越
と
徳
川
光
圀
』
藝
文
書
院　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年

（ 49 ）

身
延
山
久
遠
寺
蔵
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て
（
有
賀
祥
隆
）



（
29
）	

坂
輪
宣
敬　

註
（
４
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド�

〉
仏
涅
槃
図
、
東
皐
心
越
、
徳
川
光
圀

（ 50 ）

身
延
山
久
遠
寺
蔵
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て
（
有
賀
祥
隆
）




